
９
月
15
日
午
後
、
国
労
大
阪
会
館

で
戦
後
80
年
を
日
中
戦
争
か
ら
考
え

る
講
演
と
芝
居
の
つ
ど
い
が
、
府
連

行
事
で
は
見
か
け
な
い
方
も
多
く
、

81
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
は
劇
団
Ｅ
Ｎ
公
演
の
二
人

芝
居
「
り
ゅ
う
り
え
ん

れ
ん
の
物
語
」

第
２
部
は
原
田
敬
一

佛
教
大
学
名
誉
教
授
の

講
演
「
日
中
戦
争
」
と

「
中
日
戦
争
」
か
ら
考

え
る
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
劇
団
EN
の
公
演
は
茨
木
の
り
子
さ

ん
の
長
編
物
語
詩
。
劇
団
EN
が
劉
連

仁
の
14
年
間
を
朗
読
劇
に
し
て
表
演
。

劉
連
仁
が
見
つ
け
ら
れ
て
ま
だ
20
年

ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
い
頃
、
茨
木

さ
ん
は
『
こ
れ
、
本
当
に
あ
っ

た
話
で
す
か
』
と
よ
く
聞
か

れ
た
そ
う
で
す
。
た
っ
た
20

年
で
も
世
の
中
は
随
分
変
わ

り
ま
す
。
ま
し
て
や
急
速
に

過
去
に
方
向
転
換
し
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
今
、
戦
争
が
ど

ん
な
不
幸
を
も
た
ら
す
の
か
、

ま
っ
す
ぐ
に
考
え
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
Ｔ
）
」

「
日
中
の
歴
史
を
深
く
学
ぶ

意
欲
が
わ
き
ま
し
た
（
Ｏ
）
」

「
残
留
孤
児
２
世
で
す
、
初

め
て
日
本
が
中
国
か
ら
強
制
連
行
し

た
と
知
り
ま
し
た
。
２
度
と
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
祈
り
ま
す
（
Ｋ
）
」

「
お
二
人
の
語
り
は
と
て
も
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
が
あ
り
当
時
の
状
況
が
良
く

伝
わ
り
ま
し
た
（
Ｔ
）
」
「
感
情
が

こ
も
っ
て
い
て
大
変

良
か
っ
た
（
Ｏ
）
」

「
強
制
連
行
の
実
体

を
学
ぶ
う
え
で
参
考

に
な
り
ま
し
た
（
Ｍ
）
」

「
お
二
人
の
熱
演
に

感
謝
、
迫
る
思
い
は

日
本
の
無
責
任
な
政

府
と
裁
判
所
の
対
応
へ
の
怒
り
で
す

（
Ａ
）
」
「
言
葉
の
持
つ
力
強
さ
を

改
め
て
感
じ
た
（
Ｂ
）
」
「
よ
く
生

き
抜
い
て
下
さ
っ
た
と
思
う
と
と
も

に
、
生
き
抜
け
な
か
っ
た
た
く
さ
ん

の
方
が
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
亡

く
な
っ
た
の
だ
と
残
念

に
思
う
。
こ
う
い
う
歴

史
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
（
Ｃ
）
」
「
一
人
の

歴
史
を
知
る
こ
と
で
生

き
て
き
た
時
代
を
知
る
、

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
ほ
っ

と
し
た
（
Ｄ
）
」
「
二

人
芝
居
は
驚
く
ほ
ど
豊

か
な
内
容
で
迫
力
が
あ

り
感
動
的
で
し
た
。
茨

木
の
り
こ
さ
ん
の
詩
を

読
み
返
し
た
い
（
Ｅ
）
」

第
２
部
の
原
田
敬
一
佛
教
大
学
名

誉
教
授
の
講
演
「
日
中
戦
争
」
と

「
中
日
戦
争
」
か
ら
考
え
る
は
、

戦
後
80
年
と
そ
の
前
史
か
ら
詳
し
い

年
表
を
資
料
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
で
は
１
８
９
４
年
の
甲
午
中

日
戦
争
を
第
１
次

中
日
戦
争
、
１
９

３
７
年
か
ら
始
ま

る
第
２
次
中
日
戦

争
の
52

年
間
を
中

日
戦
争
と
と
ら
え

て
い
る
と
解
説
。

日
本
最
初
の
侵

略
戦
争
は
日
清
戦

争
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦

争
違
法
化
の
流
れ
に
最
初
に
背
い
た

の
は
日
本
、
間
違
っ
た
歴
史
認
識
が

ア
ジ
ア
蔑
視
を
残
存
さ
せ
今
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

感
想
で
は
「
日
中
関
係
の
経
緯
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
歴
史
を
忘
れ

ず
に
前
に
向
け
て
日
中
友
好
を
続
け

て
世
界
の
和
平
に
な
る
よ
う
に
（
Ｋ
）
」

「
特
高
月
報
と
い
う
原
資
料
か
ら
の

お
話
が
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
日
中
戦
争
の
更
な
る
研
究
の
深

化
を
望
み
ま
す
。
（
Ｓ
）
」

「
日
中
戦
争
論
を
深
め
る

う
え
で
参
考
に
な
り
ま
し

た
（
Ｍ
）
」
「
わ
か
り
や

す
く
学
生
時
代
に
戻
っ
た

よ
う
に
拝
聴
い
た
し
ま
し

た
。
も
っ
と
学
び
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
（
Ｆ
）
」

「
前
史
と
日
清
戦
争
の
歴

史
的
味
方
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
（
Ｇ
）
」
「
難
し
い
お
話
で
し

た
が
当
時
の
状
況
を
知
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
（
Ｈ
）
」
「
日
中
・
中
日

戦
争
の
歴
史
を
具
体
的
な
史
実
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
（
Ｉ
）
」
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不
再
戦
平
和
月
間

講
演
と
芝
居
の
つ
ど
い

戦
後
80
年
を
日
中
戦
争
か
ら
考
え
る

日
中
友
好
協
会
の
大
き
な
柱
と
し

て
い
る
の
が
７
月
７
日
～
９
月
18
日

の
不
再
戦
運
動
で
す
。
二
度
と
戦
争

は
し
て
は
な
ら
な
い
と
現
在
の
情
勢

を
考
え
て
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

西
支
部
で
は
昨
年
に
続

い
て
８
月
８
日
、
地
下
鉄

９
条
駅
で
、
西
支
部
居
住

の
仲
間
の
協
力
を
得
て
、

７
人
で
７
・
７
運
動
行
い

ま
し
た
。
本
部
作
成
ビ
ラ

配
布
し
な
が
ら
マ
イ
ク
宣

伝
も
行
い
平
和
を
守
ろ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

道
行
く
人
か
ら
も
平
和

を
守
ろ
う
、
戦
争
は
い
や
や
ね
、
中

国
と
は
仲
良
く
せ
な
あ
か
よ
と
激
励

の
言
葉
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
国
の
方
は
こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
あ

る
ん
や
ね
と
感
心
し
て

く
れ
ま
し
た
。
中
に
は

中
国
と
商
売
し
た
い
け

ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

と
聞
か
れ
少
し
と
ま
ど

い
ま
し
た
が
、
戦
争
し

た
ら
商
売
も
出
来
ま
せ

ん
か
ら
平
和
が
大
切
で

す
と
答
え
納
得
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
暑
か
っ

た
で
す
が
訴
え
が
い
も

あ
り
ま
し
た
。
（
Ｈ
）

西
支
部

猛
暑
の
な
か

不
再
戦
を
訴
え

９
月
21
日
午
後
、
あ
の
故
事
成
語

は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
、
論
語
や
史

記
な
ど
か
ら
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
高
田
佳
誉
子
さ
ん
。

「
五
十
歩
百
歩
」
「
矛
盾
」
な
ど
の

言
葉
は
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
も
と
が
漢

文
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
学
習
会

で
、
よ
く
使
う
故
事
成
語
を
「
諸
子

百
家
」
の
言
葉
か
ら
そ
の
語
源
と
出

典
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
の
一
部
で
す
。

＊

間
違
え
て
使
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
正
し
い
意
味
、
深
い
意
味
を

知
る
こ
と
が
で
き
面
白
か
っ
た
。

＊
「
墨
子
（
ぼ
く
し
）
」
さ
ん
の

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の

人
を
愛
す
、
横
の
広
が
り
を
持
つ
人

と
知
り
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

＊

政
治
家
の
皆
さ
ん
に
聞
か
せ

て
あ
げ
た
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

＊

故
事
成
語
が
大
好
き
で
す
。

奥
深
い
事
柄
か
ら
き
て
い
る
こ
と
を

知
り
昔
の
人
を
尊
敬
し
ま
す
。

＊

今
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る

言
葉
は
ほ
と
ん
ど
中
国
か
ら
の
流
れ

と
い
う
歴
史
を
無
視
し
て
、
な
ぜ
中

国
を
見
下
す
の
か
を
考
え
る
と
、
日

本
は
中
国
に
勝
て
な
い
こ
と
へ
の
悪

あ
が
き
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

＊

難
し
い
内
容
で
し
た
が
高
田

先
生
の
説
明
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

ナ
イ
ス
「
故
事
成
語
」
２
回
目

11
月
16
日
（
日
）
１
時
半
〜

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
女
性
部
）

講
演

日
中
戦
争
と
中
日
戦
争
か
ら
考
え
る

＊

日
中
友
好
の
懸
け
橋
と
な
る

パ
ン
ダ
貸
与
の
お
願
い
署
名
を

集
め
て
い
ま
す
。
第
１
次
集
約
は
10

月
末
・
第
２
次
は
12
月
15
日
で
す
。

＊

中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活

支
援
署
名
を
秋
の
国
会
へ
持
っ
て

請
願
に
行
き
ま
す
。

＊
楽

し

み

学

ぶ

「
中
国
の
食
文
化

と
料
理
」

講
師
は

坂
本
佳
奈
さ
ん
（
料

理
・
食
文
化
専
門
家
）

11
月
８
日(

土)

２
時

大
阪
社
会
福
祉
会
館

５
０
６
号

日
中
友
好
協
会
本
部

と
大
阪
府
連
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。

＊

雲
南
民
族
音
楽
の
つ
ど
い

10
月
10
日
（
金
）
11
時
開
場

大
阪
市
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
東
口
か
ら
７
分

入
場
無
料
、
長
山
理
事
の
計
ら
い
で

チ
ケ
ッ
ト
が
な
く
て
も
「
日
中
友
好

協
会
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
入

場
で
き
ま
す
。
主
催

神
戸
中
国
雲

南
芸
術
交
流
団
実
行
委
員
会

＊

大
阪
西
支
部
主
催

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会

11
月
２
日
２
時
か
ら

日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

訂
正
と
お
詫
び

府
連
通
信
９
月
号

第
13
回

雲
南
民
族
音
悪
の
つ
ど
い
の

記
事
中
、
李
紫
君
さ
ん
の
お

名
前
が
李
柴
君
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

行

事

日

程

女
性
部
学
習
会

言
葉
の
ル
ー
ツ
は
中
国
に
あ
り

第18回 中国百科検定
12月６日(土) 15時から

初級・３級・２級・１級・特級

全級で実施、申込は11月16日まで

大阪府社会福祉会館 谷町7丁目西へ



９
月
26
日
、
第
２
回
「
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
交
流
会
in
兵
庫
」
に
は
大
阪
、

兵
庫
、
和
歌
山
、
京
都
か
ら
男
女
24

名
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

元
町
の
「
華
僑
歴
史
博

物
館
」
で
安
井
三
吉
元
館

長
か
ら
神
戸
華
僑
の
歴
史

に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
中
国
人
と
し
て
の

誇
り
と
と
も
に
日
本
社
会

の
一
員
と
し
て
地
域
の
発

展
、
日
中
友
好
に
尽
く
し

た
華
僑
。
貿
易
・
金
融
・

料
理
・
印
刷
・
理
髪
・
靴
な
ど
の
職

業
を
通
し
て
神
戸
を
世
界
に
繋
い
だ

神
戸
華
僑
の
足
跡
を
、
た
く
さ
ん
の

展
示
物
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

昼
食
交
流
会
は
南
京
町
で
、
広
東

料
理
は
優
し
い
味
で
と

て
も
美
味
し
く
ビ
ー
ル

や
紹
興
酒
が
す
す
み
ま

し
た
。
雲
南
省
の
少
数

民
族
の
伝
統
楽
器
の
フ

ル
ス
（
ひ
ょ
う
た
ん
笛
）

と
ピ
ア
ノ
演
奏
で
会
場

は
一
気
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
各
府
県
の
活

動
を
紹
介
し
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
３
回
女
性

交
流
会
は
京
都
で
開
催
予
定
。

（
女
性
部:

浅
田
美
奈
子
）
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後
漢
の
豪
族
、
曹
操
、
劉
備
、
孫

権
が
天
下
を
三
分
す
る
時
代
に
一
番

の
力
を
誇
っ
た
の
が
魏
で
す
。
魏
の

屯
田
制
と
九
品
中
正
を
紹
介
し
ま
す
。

後
漢
の
黄
巾
の
乱
か
ら
三
国
時
代

の
戦
乱
で
、
土
地
を
離
れ
る
農
民
が

多
発
し
ま
し
た
。
逃
げ
出
し
た
農
民

は
豪
族
の
奴
隷
に
な
り
、
放
置
さ
れ

た
官
有
地
も
豪
族
の
も
の
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
曹
操
は
流

浪
農
民
と
兵
士
を
魏
の
官
有
地
で
働

か
せ
ま
す
。
こ
れ
が
屯
田
制
で
す
。

漢
代
の
官
吏
登
用
は
郷
挙
里
選
で

し
た
。
郷
挙
里
選
に
は
推
薦
基
準
が

な
か
っ
た
た
め
、
地
方
長
官
と
つ
な

が
っ
た
者
が
推
薦
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
曹
丕
（
曹
操
の
子
）

は
推
薦
基
準
を
９
つ
の
ラ
ン
ク
（
九

品
）
に
分
け
、
中
正
官
と
い
う
役
人

を
派
遣
し
て
人
材
登
用
に
当
た
ら
せ

ま
し
た
。
こ
れ
が
九
品
中
正
で
す
。

屯
田
制
と
九
品
中
正
に
よ
っ
て
魏

は
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
九
品
中
正
で
も
有
力
者
に
は
有
利

な
評
価
が
さ
れ
ま
す
。
や
は
り
豪
族

が
官
僚
の
役
職
を
占
め
て
中
央
へ
進

出
し
、
貴
族
階
級
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。魏

の
臣
下
で
あ
る
司
馬
氏
は
九
品

中
正
で
の
し
上
が
り
ま
し
た
。
司
馬

炎
は
魏
か
ら
の
禅
譲
と
い
う
形
で
帝

位
を
奪
っ
て
晋
を
建
て
ま
す
。

晋
は
占
田
（
せ

ん
で
ん
）
、
課
田

（
か
で
ん
）
制
と

い
う
土
地
制
度
を

実
施
し
ま
す
。
占

田
は
所
有
で
き
る

土
地
の
広
さ
を
定
め
る
こ
と
（
豪
族

対
策
）
、
課
田
は
農
民
に
耕
地
を
割

り
当
て
て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
（
租
税

確
保
）
で
す
。

占
田
、
課
田
制
は
、
隋
・
唐
代
の

均
田
制
の
原
型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

均
田
制
は
身
分
に
応
じ
て
一
定
の

土
地
を
与
え
、
税
を
徴
収
す
る
制
度

で
す
。
例
え
ば
男
は
18
歳
に
な
る
と

課
税
対
象
の
土
地
を
与
え
ら
れ
、
60

歳
に
な
る
と
土
地
を
国
に
返
し
ま
す
。

農
耕
社
会
で
あ
っ
た
中
国
で
は
、

土
地
は
最
も
重
要
な
生
産
手
段
で
し

た
。
大
土
地
所
有
者
の
土
地
を
制
限

し
、
国
家
が
土
地
管
理
を
す
る
こ
と

は
大
き
な
課
題
で
し
た
。

（
高
田

佳
誉
子
）

制
度
を
知
る
と
歴
史
が
わ
か
る

第
４
回

魏

屯
田
制
と
九
品
中
正

晋

占
田
、
課
田
法

神
戸
で
「
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
会
」

楽
し
く
学
び
＆
広
東
料
理
＆
フ
ル
ス
演
奏

太
極
拳
指
導
員
研
修
会

９
月
21
～
23
日
、
東
京
都
内
で

太
極
拳
本
部
指
導
員
研
修
会
が
、

全
国
か
ら
60
名
、
大
阪
か
ら
８
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研

修

テ

ー

マ

は

、

簡

化
24

式

の

型

の

意

味

や

太

極

拳

の
本
質
、

攻

防

の

原

理

な

ど

を

説

明

さ

れ

練

習

を

か

さ

ね

ま
し
た
。

第
63
回
具
現
展
は
８
月
12
日
か
ら

17
日
、
天
王
寺
大
阪
市
立
美
術
館
の

天
王
寺
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、

前
田
尋
さ
ん
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

全
大
阪
２
０
２
５
花
の
き
り
え
展

が
９
月
２
日
か
ら
７
日
、
長
居
公
園

内
花
と
緑
と
自
然
の
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
田
尋
さ
ん
と
近
藤
好
幸
さ
ん

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

63

具
現
展

開
催

西
支
部
定
期
総
会
は
９
月
28
日
午

後
、
大
阪
府
連
事
務
所
で
開
催
し
，

４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
市
村
祥
三
さ

ん
（
元
西
支
部
役
員
）
の
冥
福
を
お

祈
り
し
黙
祷
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
の
行
事

は
、
10
月
奈
良
へ
長

谷
川
テ
ル
の
墓
参
、

11
月
と
３
月
は
日
中

カ
レ
ン
ダ
ー
学
習
会
、

12
月
は
干
支
き
り
え

講
習
会
、
１
月
は
新

春
太
極
拳
、
２
月
は

映
画
会
「
母
と
暮
ら

せ
ば
」
４
月
は
宇
治

市
の
山
宣
墓
参
、

５
月
は
和
歌
山
で

５
年
ぶ
り
の
関
西

ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳

合
宿
講
習
会
に
２

５
０
名
が
参
加
、
６
月
は
太
極
拳
実

践
講
座
、
７
月
は
団
扇
き
り
え
講
習

会
、
８
月
に
は
不
再
戦
運
動
の
街
頭

宣
伝
（
１
面
に
掲
載
）
９
月
は
定
期

支
部
総
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

毎
月
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を
発

行
し
、
毎
月
の
諸
行
事
を
掲

載
。
西
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
行
事
を
掲
載
し
、
全
国

大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
組
織
強
化
に
も
取

り
組
み
府
連
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

映
画
会
「
あ
・
う
ん
」

向
田
邦
子
原
作

10
月
26
日
（
日
）
１
時

府
連
文
化
セ
ン
タ
ー

無
料

花
の
き
り
え
展

６
月
か
ら
府
連
財
政
へ
の
支
援

募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
夏

期
募
金
と
府
連
財
政
支
援
募
金
は
、

９
月
30
日
現
在
59
件
46
万
円
を
超

え
る
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浅
田

勝
美
、
浅
田

美
奈
子

岩
田

孝
治
、
植
木

敏
久

植
田

博
子
、
植
田

智
子

内
野

伊
久
子
、
小
澤

力
、

大
阪
西
支
部
、
岡
田

光
司
、

押
川

直
孝

、
尾
中

妙
子
、

亀
井

清
、
河
合

利
明
、

北
原

伸
二
、
楠
本

辰
作
、
久
保

田

真
理
子
、
小
林

明
美
、
佐
藤

倫
理
、
澤
野
井

公
夫
、
志
儀

省
二
郎
、
下
定

雅
弘
、
関
本

幸

子
、
副
島

昭
一
、
添
田

為
三
郎
、

高
瀬

敏
幸
、
高
田

佳
誉
子
、

高
橋

由
紀
江
、
高
林

勢
津
子
、

高
槻
繩
九
条
の
会
、
恒
岡

正
勝
、

富
田

順
治
、
土
井

一
正
、
中
河

内
支
部
、
中
原

恵
子
、
西
村

幸

次
郎
、
西
村

成
雄
、
西
脇

義
彦
、

布
川

雅
章
、

日
本
共
産
党
堺
市
議
団

羽
生

義
人
、
林

英
子
、
馬
場

美
津
恵
、
平
松

悦
雄
、
舩
冨

忠
彦
、
松
尾

豊
、
松
原

弘
太
郎
、

松
原

弥
寿
夫
、
松
本

千
賀
子
、

森
脇

篤
子
、
薬
谷

礼
子
、
山
本

力
、
山
本

恒
人
、
山
本

俊
子
、

吉
田

光
子
、
渡
辺

武

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大
阪
西
支
部
定
期
総
会

毎
月
活
発
な
諸
行
事
を
開
催

支
援
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す


